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A. 研究目的 

わが国の分娩施設数は約 3,000、一施設あたりの

常勤医師数は約 2.5 人であり、欧米に比べて分散

している。受診アクセスが良い反面、母児の安全

を図るには人と物が分散しているため不利である。

周産期センター化などの医療行政、そして現場の

努力によって、周産期死亡率の低さは世界的にト

ップである。これに対して妊産婦死亡率は近年、

低下しているものの、いまだ改善の余地がある。

このような状態で、最も重要なことは、妊産褥婦

重症搬送事例、死亡事例のデータを一元的に収集

できる体制の整備である。妊産褥婦の死亡事例の

データ収集体制は、これまでに述べたように池田

らによって構築されている。妊産褥婦重症搬送事

例のデータを一元的に収集するためには、救急医

療との連携が必要である。現在進行中の、日本母

体救命システム普及事業を通して、全国の妊産褥

婦重症搬送事例のデータ収集の一元化と母体救命

システム確立を目指す。 

 

B．研究方法 

妊産褥婦死亡事例に関しては、2010 年に構築さ

れた妊産婦死亡登録評価事業を中心に、一元的な

データ収集できる体制を維持していく。妊産褥婦

重症搬送事例に関しては、周産期医療体制と救急

医療体制の整備に関する研究を進める、妊産褥婦

重症搬送事例のデータ収集の体制を整備するため

の協議会を救急医療と連携し発足させ、検討して

いく予定である。母体救命に必要な知識の普及に

ついては、母体救命インストラクターの養成が開

始されており、本年度より全国的な講習会開催の

展開を目指す。 

 

C. 研究結果 

平成 28 年度（12 月 31 日現在）における母体救

命インストラクターの養成コース（ベーシックコ

ース）の開催は予定通り新着しており、開催状況

を下記に示す。 

【研究要旨】 

 日本の妊産婦死亡率は近年、低下しているものの、いまだ改善の余地がある。日本母体救命システム普及事業を

通して、全国の妊産褥婦重症搬送事例のデータ収集の一元化と母体救命システム確立を目指した。日本母体救命シ

ステム普及協議会を中心に、母体救命に必要な知識の普及、母体救命インストラクターの養成を開始し、本年度よ

り全国的な講習会開催の展開をおこなった。ベーシックコースの母体救命講習会及びそのインストラクターを養成

するコースを実施し、全国で約25 回の講習を開催した。ベーシックコース講習会では、妊産婦・産褥婦の病態の

特殊性を考慮した心肺蘇生法等について、書籍『母体急変時の初期対応』に沿った実践的なトレーニング（産後の

出血性ショック、肺塞栓症、脳血管障害などの場面を設定し、各疾患での母体の救命処置の実技等）が行なわれて

いる。今後、全国で多くの医師、助産師、看護師、救命士による更なる受講を進め、妊産婦死亡率の低下と周産期

医療の向上を通じて社会の福祉に貢献できるよう準備を進めている。 
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 現在、日本母体救命システム普及協議会を立ち

上げ、先行してベーシックコースの母体救命講習

会及びそのインストラクターを養成するコースを

実施している。ベーシックコース講習会では、妊

産婦・産褥婦の病態の特殊性を考慮した心肺蘇生

法等について、書籍『母体急変時の初期対応』に

沿った実践的なトレーニング（産後の出血性ショ

ック、肺塞栓症、脳血管障害などの場面を設定し、

各疾患での母体の救命処置の実技等）が行なわれ

ている。 

 一方、本協議会が直接主催（主催講習会）するの

ではなく、地方自治体や各種学術団体や教育機関

等が主催し、独立の会計で開講する講習会の支援

も行っている。これらの内、当協議会が示す基準

を満たしている講習会を“公認講習会”と位置付け、

インストラクターの派遣やシミュレーター手配の

援助などのサポートも行っている。公認講習会の

受講者には後に、主催講習会受講者と同等の本協

議会受講認定証を発行している。 

 今後、全国で多くの医師、助産師、看護師、救命

士による更なる受講を進め、妊産婦死亡率の低下

と周産期医療の向上を通じて社会の福祉に貢献で

きるよう準備を進めている。 

D.  考察 

 本邦では産科関連学会の不断の努力により、年

間周産期死亡者数が数十人にまで減少している。

その数は世界に誇れる数字であるが、一方で救命

された症例にとって、そののちに後遺症なく育児

や次の出産ができることが、本人のみならず家族

にとっても重大な事項となる。死亡例を減らす努

力とともに、そのような症例を増やすためにも、

救命救急スタッフと産科スタッフ、麻酔科医が協

働して、一次産科医療施設から搬送される妊産婦

急変症例の初期診療にあたることは大きな意味を

持つと考えられる。 

 

E.  結論 

1 年間の活動により、日本母体救命システム普及

協議会を主体とした母体救命講習会が順調に開催

され、産科医療に携わる医療者全体の全身管理と

ともに、母体急変の原因検索とその蘇生のために、

局所観察や手慣れた超音波を用いて産科特有の疾

患の鑑別と対処に加え、急性冠動脈症候群、脳卒

中、肺塞栓など命に係わる病態の検索に関する技

能の向上が進んだと考えられる。 

平成 29 年度は、全国での更なる講習会の開催を計

画している。 

 

F．健康危険情報 

 研究内容に介入調査は含まれておらず、関係し

ない。 
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